
 
 
 
 

 
                                              

平凡な日々を力に 

５組担任 江﨑 健史 

 久高祭、中学生体験入学、110周年記念式典等の学校行事も、２年生が中心とな

って主体的に活動してくれて、無事に終了し感謝しています。ありがとう。 

 さて、思う存分満喫し、名残惜しかったカナダ修学旅行も終わり、冬休みを前に

平凡な日々をどう過ごしているでしょうか。私は、平凡な１日こそ幸せなことだと

つくづく感じます。当たり前に食事を摂り、当たり前に寝て、当たり前に家族と過

ごせる。勉強や部活動も同じです。ついつい日々の生活に愚痴や不満を言ってしま

いがちですが、天災が起こったり病気や怪我をしたりすれば、余計に当たり前の大

切さに気付くはずです。 

『努力する者 夢を語り 努力しない者 不満を言う』 

この言葉は、私がずっと大切にしている言葉です。夢や目標に向けて努力してい

る人は目の輝きが違います。努力の仕方が違います。物事の考え方がプラス思考で

す。自らの夢を、目標を叶えることができるよう、熱く夢を語り、それに向かって

努力していく人間であってほしいと思います。平凡な日々に感謝しながら、努力を

重ね、着実に力をつけていきましょう。 

 

 

「自分で育つ人」になる 

                         ４組副担任 佐藤 洋平 

 もうすぐ２学期も終わりそうですね。今年もいろいろありましたが、その中でも

修学旅行が一番思い出に残っているのではないでしょうか。 

 さて、実感はまだないでしょうが、来年の４月には皆さんは３年生です。準備は

できていますか？１年後には「大学受験」を経験することになりますが、ある意味

「勝負」をしなければなりません。これからの人生の中にもいくつもの「勝負」が

あります。その「勝負」に勝つために、私は『自分自身が孤独に勝てなければ勝負

には勝てない』と思っています。周りを見れば自分のことを支えてくれる仲間がた

くさんいますが、いざという時に自分自身の考えで決断をしなければいけないこと

が出てきます。自分で自分を律し、今やるべき事に全力で取り組めるように心を整

理しましょう。それができれば、あとは向き不向きより前向きに行きましょう。 

残りの２年生としての時間を無駄にせず頑張っていきましょう。 
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【 進 路 講 演 会 】 
 
3 年 0 学期をより充実したものにする

ために、第 2学年進路講演会を 12月 11

日（火）7限目に行いました。講師はＰＴ

Ａ進路講演会の時と同じく久留米ゼミナ

ールの三浦寛幸氏です。生徒は顔をあげ

て、来年の自分たちの受験についての話

に熱心に耳を傾けていました。 

生徒はいろいろ悩む時期であろうと思

います。ご家庭でも親子で進路について

話す時間を持ってください。 

 

 

 

 

 
【 行 事 予 定 】 

 

12

月 

１８日(火) 終業式 

１９日(水)～２８日(金) 冬課外(前半) 

1 

 

月 

７日(月)、８日(火) 冬課外(後半) 

９日(水) 始業式 

１２日(土)、１３日(日) 進研模試 

１９日(土) セミナー 

２５日(金) 英検１次 

３０日(水) マラソン大会 

２ 

 

月 

２日(土) セサミ課題研究発表会 

４日(月) 学年末考査時間割・範囲発表 

１４日(木)～１９日(火) 学年末考査 

２３日(土)、２４日(日) 進研マーク模試 

２８日(木) 卒業証書授与式予行 




